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教員研修「科学館セミナー トリックアートに挑戦」および 

夏休み自由研究「トリックアートにちょうせん」実施報告 

 

長谷川  能三  ＊ 

 

 

概 要 

 

２０２１年の夏休み期間中、錯視のしくみやトリックアートの作成について、教員研修「科学館セミナー  

トリックアートに挑戦」を行ない、その実践として小・中学生を対象に「夏休み自由研究  トリックアートにち

ょうせん」という教室を実施した。ここでは、その内容、工夫点等について報告する。  

 

 

１．はじめに 

錯視（目の錯覚）やトリックアートと呼ばれるものにつ

いては、これまでサイエンスショー１ ）でも取り上げたこと

がある。サイエンスショーでも、どうしてそのように見える

かを考える展開にし、単に「不思議だなぁ」にならない

ように留意した。しかし、受動的なサイエンスショーより

も、実際に自分でトリックアートを作成することにより、そ

の仕組みについてさらに理解を深めることができる。 

そこで、２０２１年夏の教員研修および夏休み自由

研究では、錯視やトリックアートについての学習と合わ

せて、実際にトリックアートを作成していただいた。 

尚、今回作成した２種類のトリックアートの詳細につ

いては、本誌５ページに「トリックアートの作り方」と題し

てまとめたので、合わせてご覧いただきたい。 

 

２．実施日・参加者等  

２-１．科学館セミナー 

実 施 日：２０２１年８月１９日（木）  

対  象：大阪市立学校の教員  

参加人数：２７人 （オンラインで実施）  

 

２-２．夏休み自由研究  

実 施 日：２０２１年８月６日（金）  

対  象：小学４年生～中学３年生  

参加人数：１３人  

参 加 費：５００円  

 
*大阪市立科学館  学芸員  

hasegawa@sci-museum.jp 

３．内容  

３-１．錯視  

錯視についてはさまざまなタイプのものがあり、どうし

てそのような錯視が起こるのかもさまざまである。また、

いろいろな要因が重なっているものや、まだ錯視の起

こる仕組みがわかっていないものもある。 

ここでは、錯視が起こる理由のわかりやすいエビング

ハウス錯視やツェルナー錯視などについて、パネル等

を使って紹介した。これらの錯視については、サイエン

スショー「ふしぎな形にだまされるな！」 １ ）で製作したも

のを利用した。 

 

写真１．エビングハウス錯視  

 

３-２．立体的に見える絵  

平面に描かれている絵でも立体的に見えることはよ

くある。平面である写真を見ても、写真に写っているも

のが全て平面的なものだとは、普通は考えない。 
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しかし、平面に描かれているものが立体物として見

えることが不思議だと感じてもらうために、まずは３つの

菱形の絵を用意した。３つの菱形がバラバラにあると、

平面的な菱形にしか見えない（図１上）が、図１左下の

ように並べると立方体として見えてしまう。さらに、図１

右下のように３つの菱形の濃さを少し変えると、立方体

に右上の方から光が当たっているように見え、さらに立

体感が増す。 

このように、平面に描かれているのものでも、私たち

は立体的な形として認識し、奥行きを感じる場合があ

る。 

 

 

図１．３つの菱形（上）が、立方体に見える（下）  

 

３-３．あべこべキューブ 

さらに奥行きを勘違いする例として、ミニブック「だま

される目」 ２ ）に掲載した「あべこべキューブ」を作っても

らった。 

これはルービックキューブのような絵が描かれた紙を、

真ん中が窪むように組み立てるもので、片目で見ると

普通のルービックキューブのように見えるというものであ

る。更に、これを左右に振ると、実際に動かした向きと

は逆向きに動いているように見える。 

 

図２．組み立て前の「あべこべキューブ」  

 

写真２．組み立てた「あべこべキューブ」  

 

３-４．立体的に見えるルービックキューブの絵  

このように、私たちがものを見るときには、目に映った

像から実際の立体物を想像で補っている部分も大き

い。生活の中ではこの力が役に立っている部分もある

が、トリックアートではこの力を利用することで、実際に

見ているものと想像による立体物との間にギャップが生

まれる。 

ここでは本誌別稿「トリックアートの作り方」の「立体

的に見えるルービックキューブの絵」を描いていただい

た。但し、時間が限られているため、途中の状態のプリ

ントを用意するなどにより一部作業を簡略化し、彩色も

後でやっていただくこととした。 

 

 

写真３．夏休み自由研究教室の様子  
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３-５．鏡に映すと違う形に見える針金細工  

もうひとつのトリックアートとして、こちらも本誌別稿

「トリックアートの作り方」に書いている「二方向から別

の形に見える針金細工」の工作を行なった。 

工作に先立って、明治大学特任教授  杉原厚吉氏

の「変身立体」 ３ ）等を見ていただいて不思議さを感じ

ていただく一方、カットした塩化ビニル製のパイプでも

見る方向によって四角く見えたり円形に見えたりするこ

とを確認した。 

 

４．おわりに 

教員を対象とした科学館セミナーでは、内容を「立

体的に見えるルービックキューブの絵」のみにし、必要

な印刷物は事前にファイルで送付した。 

小・中学生を対象とした夏休み自由研究は、通常

は希望する保護者にも部屋に入っていただいていた

が、今回は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

入室できる人数を制限しており、多くの児童・生徒に

参加していただきたかったため、参加本人のみの入室

とした。また、２種類のトリックアートを製作したため、や

や時間不足となったが、参加者には２種類とも製作し

ていただけた。 

尚、夏休み自由研究教室のレジメを１９０～１９２ペ

ージに掲載する。 
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図１．夏休み自由研究「トリックアートにちょうせん」テキスト（１）  
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図２．夏休み自由研究「トリックアートにちょうせん」テキスト（２）  
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図３．夏休み自由研究「トリックアートにちょうせん」テキスト（３）  

 


